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は じ め に 

 

平成 24 年度は、７月に梅雨前線豪雨災害が発生し、浮羽地域の中山間地域から平

坦地域に至るまで大きな災害に見舞われました。特に、果樹園の土砂流入、施設野菜・

花きの浸冠水、露地野菜・花き・植木の冠水だけではなく、河川、農道、農地、農業

用施設に至るまで、大きな災害を受けました。 

気象的には、５月の降水量が少なかったことに加え台風の来襲もなかったため、カ

キ等果樹の収量は大幅に向上しました。また、7 月の梅雨前線豪雨後の日照不足や 9

月下旬・10 月上旬の降水量不足等により米・大豆の収量・品質（大豆は小粒傾向）

の低下が見られました。また、11 月・12 月の低温により野菜・花き等の生育は大幅

に遅れ、出荷量・販売量の不足が見られました。 

一方、県では、平成 24年３月に、「福岡県農業・農村振興基本計画」が策定され、

県農業・農村の持続的な発展に向けた６つの目指す方向が示されました。また、朝倉

農林事務所では、「筑後川中流域農業圏農業・農村振興基本計画」が策定され、これ

ら計画の目標達成に向けた活動が強く求められました。 

普及指導センターの最大の使命は、普及指導員個々が現地に足繁く通い、ニーズや

問題点を掴み、これを農業者と一緒になって課題化し、その解決に向けた活動をする

ことだと思います。 

この成果集は、平成 24 年度に当センターが行った活動の一端を掲載しております。

まだまだ、成長・発展の過程にあるものが多くありますが、農業者と普及指導員が課

題を共有化し、地域や経営体を発展させようとする姿勢を感じていただければ幸いで

す。本誌が農業者の技術・経営の改善や関係機関の農業振興施策の糧となり、普及指

導センターとのつながりがこれまで以上に促進されることを強く願うものでありま

す。 

 

平成 25 年 3 月 

 

         朝倉農林事務所久留米普及指導センター長 末永 広樹 
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１ みい地域園芸産地の充実・強化 

 

【対象の概況】 

ＪＡみい  ミズナ部会（28 戸、18.6ha）  小松菜部会（15 戸、17ha） 

小ネギ部会（6 戸、8.4ha）   ニラ部会（6 戸、6.3ha） 

ガーベラ研究会（4 戸、2ha）  

○対象総数 59 戸 52.3ha   

 

【課題化の背景】 

みい地域（小郡市、久留米市北野町、大刀洗

町）は、野菜・花きの生産が中心の地域で、Ｊ

Ａには約５０の生産部会・研究会があります。

平成２３年度ＪＡみいの販売実績は、野菜は約

５９億円、花きは約 2.5 億円で、特に、葉菜類

では施設化・周年化が進み、規模拡大による雇

用型経営を目指す意欲ある農業者が多い一方、

規模拡大に伴う施設投資や雇用費等の増加が

経営を圧迫している事例も見られ  JA みい

販売実績（野菜、花き・鉢物） 

ました。また、連作障害による生産の不安定化の対策も求められていました。 

そこで組織的な経営指導により、経営感覚に優れた農家の育成を図るとともに、みい

地域の園芸農業を充実・強化するため、生産と経営の両面から、農家の支援を行いまし

た。                                                                                                                              

                          

【活動内容】 

１ 経営感覚に優れた農家の育成 

○管内農業者を対象とした経営改善研修大会の開催  

○規模拡大志向農家への資金計画策定等による経営改善指導 

○女性農業者を対象とする農業経営セミナーの開催 

○ミズナ部会員を対象に、土壌診断や生産データに基づき個別経営相談会を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

    女性農業者セミナーの様子       ミズナ部会の個別経営相談会の様子  
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２ 生産の拡大 

○土壌診断による施肥指導を行うため、ミズナ、小松菜、小ネギ、ニラ、ガーベラの

５品目で適正施肥マニュアルを作成 

○ミズナ、小松菜、小ネギの各部会に年間作付計画表を提示し、安定出荷のための計

画播種を指導 

○貫入硬度計の測定結果に基づいた生育不良ほ場のプラソイラによる土壌物理性の改

善（貫入硬度計とは、土壌中に測定器を貫入することにより深さに対する貫入抵抗

を測定する機器、 

※ プラソイラとは排水不良の原因となる心土を破砕し、部分的に下層の土壌を表

層に持ち上げることで排水性を改善する機器） 

 

 

 

 

 

 

 

プラソイラによる土壌物理性改善          生育が回復したほ場  

 

【成果】                          

１ 後継者が残る所得 1,000 万円以上の農家の育成 

○ 対象の 5 部会（ミズナ、小松菜、ニラ、小ネギ、                 

ガーベラ）で 1,000 万円以上の所得を 60 名中、

33 名（55％）が達成しました。               

２ 規模拡大により産地が充実・強化 

○規模拡大農家は 3 年間で 37 戸となり、販売額は

20 億 1,700 万円から 22 億 8,100 万円(113%)に向

上         所得一千万円以上農家数 

 しました。栽培面積も、52.3ha から 55.7ha(106%)

と増加しました。                                                                                      

３ 計画生産により、信頼される産地を育成 

○ ミズナ部会では、年間作付計画による計画出荷に   

取り組んだ結果、安定出荷を示す月別変動係数が 

0.36 から 0.25 と向上し、年間を通して安定して出

荷できたことが証明されました。 

                                                                 

【これからの取り組み】                                    規模拡大農家数  

みい地域における園芸産地のさらなる充実強化を図るため、雇用型経営を推進し、生 

産規模の拡大や販売額 1 億円をめざす経営の実現に取り組みます。また、優れた経営管

理能力を持ち、産地をけん引するトップリーダーの育成を図ります。 

 



２ 農業の６次産業化へ向けた生産者のマーケティング活動支援 

 

【対象の概況】 

農事組合法人「大春の里」（組合員数 28 人、経営面積 28.6ha） 

 

【課題化の背景】 

管内では、農産物を作って出荷する農業から、自ら生産した農産物を加工し、付加価

値の高い商品として販売まで行う６次産業化への取り組みが増えています。そこで、水

田農業の担い手であるうきは市の「(農)大春の里」の菜種油の商品づくりをモデルとし

て、６次産業化への支援を行いました。 
 

【活動内容】 

１ マーケティング手法（グループインタビュー）による既存商品評価の実施 

２ 新商品コンセプトの作成支援 

３ 商品企画検討会による流通形態と商品デザインの開発を支援 

４ 販売計画の作成や商談会への参加、テスト販売の実施を支援 

 

【成果】 

１ 課題の明確化 

〇グループインタビューでは、「高級な         

油は少量使いたい」等、揚げ物以外の使用に関

する意見が多く上がり、生産者と消費者の認識

の差が明確になりました。 

２ 商品コンセプトの確立 

〇従来の大型ボトルに加え、「食卓に置い て、

パン等にかけて食べられる小型ボトル」等のコ

ンセプトが確立しました。 

３ 価格設定の実施 

〇小型ボトルは、百貨店と通販を中心に販売することになり、販

売計画と商品単価を設定する等、原価計算に基づいた価格の設

定を行うことができました。 

 ４ テスト販売の実施 

  ○設定した価格が適正であるかを検証するために百貨店、直売

所において、試験販売を実施しました。 

５ マーケティング活動による生産意欲の向上 

〇料理レシピやリーフレットの作成、商談会への参加等のマーケ

ティング活動を通じ、菜種の生産拡大等、生産意欲の向上が図

られました。 

                                                                         

【これからの取り組み】 

  今後も、生産者自らによる販売促進活動の体制づくりを支援す

るとともに、商品の導入効果を評価し、生産販売計画の作成支援

を行います。                    （地域振興課 地域係）                        

グループインタビューの様子 

デザインとサイズを一新 



３ 売れる米づくりの推進 

【対象の概況】 

県育成の新品種「元気つくし」栽培者約 700 人、作付面積 487ha 

  

【課題化の背景】 

 近年、「夢つくし」や「ヒノヒカリ」等において夏季高温の影響と考えられる、乳心白

粒や充実不足により検査等級が低下し、１等米比率が低くなっています。 

  一方、平成２２年度より夏季の高温耐性のある新品種「元気つくし」の本格的な作付

が始まり、県産米として普及推進を図っています。 

そこで、現地適応性を検討し、「元気つくし」の安定栽培技術の確立及びその普及拡大

を進めました。 

 

【活動内容】 

１ 新品種「元気つくし」の安定生産 

○ 栽培展示ほの設置 

○ 栽培暦の作成 

○ 栽培講習会の実施 

２ 栽培面積の拡大 

○ 作付推進検討会の実施 

  ○ 販売戦略検討会の実施 

○ 実需者との意見交換会への支援 

「元気つくし」展示ほの調査 

【成果】                     

〇 １等米比率の向上：「元気つくし」の１等米比率は、平成22年産の88%から24年産
では96.5%へ向上しました。 

〇 作付面積増加：作付面積は45ha(2JA)から487ha(4JA)へ大きく拡大しました。 

  

【これからの取り組み】  

作付拡大と品質の向上を、ある程度図ることができましたが、更なる面積拡大には
「ヒノヒカリ」並の収量確保が不可欠です。このために、品質を落とさず、また倒伏
させずに収量の向上を図ることができる栽培法の確立を目指します。 
 

 

 

 

 

                  
 

                 良質な県産米のマーク 

                      「金のめし丸」  「めし丸元気つくし研究会」 

                                 が推奨するパッケージ 

 収穫間近の「元気つくし」 

                        （地域振興課 水田農業係）   
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４ 集落営農組織の法人化推進 

【対象の概況】 

  管内の集落営農組織（１００任意組織） 

 

【課題化の背景】 

  平成 19 年 4 月からの品目横断的経営安定対策に合わせて、一定規模以上の個別及び法

人の認定農業者に加えて、集落営農組織が水田農業の担い手として位置づけられました。 

任意の集落営農組織は、永続性のある担い手組織として５年以内に法人化することに

なっていましたが、県内の法人化はほとんど進まず、管内においても平成 22 年度に２組

織（大春の里、城島東部）が農事組合法人となっただけで、平成 23 年度末時点での集落

営農組織の状況は、10 法人と 100 の任意組織でした。 

そこで、平成 24 年度においては、任意の集落営農組

織の法人化を加速するため、重点組織への支援を行いま

した。 

 

【活動内容】 

１ 各地区・ＪＡごとの取り組み 

○担い手連絡会議、プロジェクト会議等での検討 

○集落営農組織の法人化に向けた研修会等の実施 

２ 重点組織支援 

○優先度・重要度に応じたきめ細やかな支援 

○農業経営アドバイザー相談会等を活用した法人設立

支援   法人設立総会の風景 

                             

【成果】                       

１ 平成 25 年 2 月までに８農事組合法人が設立    管内の集落営農法人数（単位：法

人） 

○平成 24 年 5 月にうきは市で（農）アグリふるかわ 

と（農）大石営農が、7 月に（農）国本が、10 月に 

久留米市三潴町で（農）たがわファームと（農） 

ファームあおばが設立されました。 

  平成 25 年 1 月に小郡市で（農）力武と（農） 

御原グリーンが、2 月に久留米市で（農）高牟礼 

の里が設立されました。 

○更に、平成 24 年度末までに、久留米市で１～２農事 

 組合法人の設立が見込まれています。 

【これからの取り組み】  

今後も、関係機関・団体等と連携し、集落営農組織の法人化に向けて、重点組織への

支援を行うと共に、法人化した組織の経営力の強化を図ります。 

 

                        （地域振興課 水田農業係） 

市 町 名 H23 年

度まで 

H24 年

度 

久留米市 

小郡市 

うきは市 

大刀洗町 

  ８ 

  １ 

  １ 

  ０ 

  ３ 

  ２ 

  ３ 

  ０ 

  計  １０    ８ 
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６ 機械化一貫体系の推進で県下一のリーフレタス産地を育成 
 

【対象の概況】 

ＪＡくるめ、ＪＡみい、ＪＡにじの各リーフレタス部会 

（構成員数１６９人、面積３５７ha） 

 

【課題化の背景】 

担い手の減少や単価安の中で、若者が残る野菜産地の育成が求められていました。そ

こで、機械化一貫体系等の推進により、リーフレタス専作経営が成り立つ産地育成を行

いました。 
 

【活動内容】 

１ 推進品目選定会議の開催 

   ○専作経営モデル類型を作成 

２ 新規生産者の掘り起こしと規模拡大の推進 

  ○新規生産者研修会の実施 

○栽培管理講習会の実施 

３ 栽培技術の確立 

   ○現地互評会による技術の向上 

○機械化一貫体系の実証 

    ○品種比較試験の実施 

【成果】 

１ 経営規模の拡大 

○1 戸当たり平均栽培面積が 211a（平  成 8

年比 164％）に増加しました。 

 ２ 省力機械の導入 

  ○機械化の推進により、農家割合で    セル

トレイが 80%、移植機が 40% 導入されまし

た。                                                                

３ 産地規模の拡大 

○管内の販売額は、平成 8 年の 9.7 億円から

20.1 億円に増加し、県内                                                             

共販額シェア 88％を占める県下一の大産地を形成しました。 

４ 新規生産者の拡大 

〇3JA リーフレタス部会に、過去 5 年間で 22 名         

の新規生産者が加入しました。その結果、世代  

交代もあり、産地の若返りが図られました。 

                                                                       

【これからの取り組み】 

経営面積の拡大と併せて、年間を通じた労働配分を考えた

夏季の品目導入を勧め、雇用型経営の拡大を図ります。ま

た、リーフレタス新規生産者を対象に、技術習得の場を作

り、産地を担う生産者の育成強化を図ります。 

機械化一貫体系の実証試験 

(野菜花き課 野菜第一係) 

新規生産者研修会 

リーフレタスの一戸当たり販売額等の推移 
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１戸当たり販売額の推移（21年度を100）
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７ サラダナの生産および経営の安定 
 

【対象の概況】 

ＪＡくるめ サラダナ部会 （構成員数１３人、面積９７０a） 

 

【課題化の背景】 

サラダナ部会では、高温や生理障害等により、夏期の安定生産が難しくなっています。

特に、生理障害による下葉の白斑が多発するようになってきました。これらの原因によ

り、出荷量が安定できず、夏場の収益性が低下していま

す。また、規模や雇用の拡大を行っている生産者が多い

ことから、経営改善も行っていく必要があります。 

そこで、夏季の生産安定と、経営安定のための支援を

行いました。 

 

【活動内容】 

１ 夏期の生産安定                  

○ 部会員のほ場を巡回する現地検討会を実施 

○ 夏期の安定出荷対策検討会を実施 

○ 生理障害（白斑）の生産改善展示ほを設置           

２ 経営安定 

○ 個別の経営コンサルを実施 

   ○ 経営安定のための研修会を実施 

            

【成果】 

１ 夏期（７～９月）の生産安定 

○ 平成 24 年度は 7 月の豪雨により、65%の園     

地が浸冠水し、出荷量は激減したものの、平

成 21 年度から３か年は２ｔ以上の出荷量を維持し、安

定的な生産ができました。 

   ○ 生理障害(白斑)については、過湿によるマンガン過剰

の可能性が高いことが判明しました。 

２ 経営安定 

○ 個別農家の規模拡大が図られ、平成 24 年度の部会全体

の販売額が、平成 21 年度から９千万円増の５億円と伸

びるとともに、１戸当たり販売額も、対 21 年度比で

122％に増加しました。                                  

                                                       

【これからの取り組み】              

今後は、施設内の気温上昇を抑えるため遮光資材を試験し、サラダナに合った遮光資

材の推進を行います。また、白斑については、平成 24 年の結果を再検証するとともに、

過湿改善のため、透水性対策の実証を行います。 

更に、経営コンサルを継続するとともに、雇用の費用対効果の検討や作業効率の改善

につながる活動を行います。 

                                         （野菜花き課 野菜第二係）                    

個別経営コンサルの様子 

生理障害（白斑）の症状 



 - 13 -

８ 省力と単収向上によるトマト・キュウリ産地の活性化 

 

【対象の概況】 

ＪＡくるめ トマト部会 （構成員数２１人、面積６０７ａ） 

      キュウリ部会（構成員数２１人、面積４２４ａ） 

 

【課題化の背景】 

トマト及びキュウリの生産者及び生産量は年々減少しており、生産量の減少は、選果

体制にも影響を及ぼすため、早急な対応が求められていました。 

そこで、省力技術等の導入推進や単収向上対策に取り組みました。 

 

【活動内容】 

１ 省力栽培技術の導入推進 

○現地検討会の実施 

○省力栽培技術展示ほを設置 

 ・トマトの３寸苗直接定植 

・キュウリの病害抵抗性品種比較 

・キュウリの天敵防除(ｽﾜﾙｽｷｰｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ) 

２ 単収向上対策の実施 

○病害虫対策研修会を開催 

   ○高収量者の草勢維持及び管理状況の実態調査を実施 

   ○省力栽培技術の普及を推進 

   ○温度や水分による草勢管理対策の徹底指導 

 

【成果】 

 

１ 省力栽培技術の導入・定着 

○トマトの３寸ポット苗直接定植を 9 戸が導入しました。 

  ○キュウリの褐斑病抵抗性品種を 19戸が導入しました。 

  ○キュウリの天敵を 16 戸が導入しました。 

 ２ 単収の向上 

○トマトは、黄化葉巻病の抑制と冬場の草勢管理の徹底に

より平成 23 年産の単収が 105％（21 年産比）増収しまし

た。 

○キュウリは、スワルスキーカブリダニと褐斑病抵抗性品

種の導入及び収穫期間の延長により、平成 23 年産の単収

が 108％（21 年産比）増収しました。 

 

【これからの取り組み】 

今後は、高収量者の栽培管理技術を部会員へ普及し、技

術の平準化を図ります。 

また、光合成促進装置の展示ほを設置し、新たな増収技術の検証を行います。 

 （野菜花き課 野菜第二係） 

トマト部会の実績 

  ２１年産 ２２年産 ２３年産 

生産者数 

（人） 
24 23 21 

面積（ａ） 647 627 607 

単収 

（ｔ/10a） 
14.8 15.8 15.5 

    

キュウリ部会の実績 

  ２１年産 ２２年産 ２３年産 

生産者数 

（人） 
21 21 21 

面積（ａ） 471 419 424 

単収 

（ｔ/10a） 
15.4 16.9 16.6 

 

葉の裏でアザミウマを

補食するスワルスキー

カブリダニ 
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９ みい地域の切り花安定生産 

【対象の概況】 

  ＪＡみい切り花部会（構成員数４０人） 

うちトルコギキョウ研究会 １３人 栽培面積 ２３０ａ 

ラナンキュラス研究会  ７人 栽培面積  ５５ａ 

大輪アスター生産者   ７人 栽培面積  ４５ａ 

     キンギョソウ生産者   ５人 栽培面積  ４０ａ 

 

【課題化の背景】 

  みい地域では、トルコギキョウやガーベラを中心に切り花生産が行われています。し

かし、単価の下落等により収益性が低下しており、組み合わせ品目としてラナンキュラ

スやキンギョソウ等の新たな品目が導入されています。 

そこで、切り花生産による経営安定を図るため、作付計画作成や栽培技術確立に取り

組みました。 

 

【活動内容】 

 １ トルコギキョウの生産安定 

○全生産者に個別面談を行い、作付計画の作成を支援 

○栽培技術向上を図るため、栽培講習会や現地指導会等を実施 

２ ラナンキュラス等組み合わせ品目の栽培技術の確立        

 ○展示ほを設置し、球根保管方法など栽培の課題を実証  

 ○市場調査を行い、作付品種や出荷方法を検討 

 

【成果】 

１ トルコギキョウの生産安定 

〇平均共販出荷率は６６％で、 

３年前と比較して１０ポイ  

ント向上しました。 

また、生産者１３人中７人

が共販出荷率７０％を達成し

ました。 

２ 組み合わせ品目の栽培技術確立と出荷体制確立 

○ラナンキュラス、大輪アスター、キンギョソウについて冬季の組み合わせ品目とし

て栽培技術が確立し、ラナンキュラスと大輪アスターは、新たに共販出荷を開始し

ました。 

 

【これからの取り組み】 

  今後も、トルコギキョウとガーベラを中心とした切り花産地の育成と、農家の経営安

定を目指します。                     （野菜花き課 花き係） 

組み合わせ品目の 

ラナンキュラス 

　トルコギキョウの平均共販出荷率、70％達成者数の推移

H２１ H２２ H２３ H２４

 平均共販出荷率（％） 55 70 63 66

 共販出荷率70％
 達成者数(人） 4 9 6 7
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４ カキの新品種「秋王」の 1年目の取り組み 

 

【対象の概況】 

ＪＡにじ柿部会(構成員数５９１人、栽培面積４７２ha) 

ＪＡくるめ柿部会(構成員数９６人、栽培面積 ５５ha) 

 

【課題化の背景】 

県育成品種「秋王」が種苗登録され、 

果樹産地構造改革計画で平成 27 年度を 

目途に管内 130ha（県域 230ha）の栽培 に取り

組むこととなりました。平成 25 年１月には、苗

木が一般生産者にも配布され、栽培技術の確立

と展示による普及が急務となっています｡ 

  そこで「秋王」の導入推進に向けた取り組み

を行いました 
 

【活動内容】 

１ 「秋王」の導入推進 

〇「秋王」の研究会を設立し、導入推進検 

討会を実施 

〇導入を検討している生産者に対し、導入 

推進研修会を実施 

〇前年度植え付け苗木の生育調査の実施 

２ 管理講習会を実施 

○ 25 年植え付け生産者に対し、苗木定植後の 

  管理講習会を実施                              

      

【成果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 平成25年１月にＪＡにじで約3,000本、ＪＡくるめで約1,000

本の苗木が配布され、4.4ha で本格的な栽培が開始されました。 

                                                                         

【これからの取り組み】 

  生産者が意欲的に「秋王」栽培に取り組めるよう、栽培技術

の確立と有利販売に向けた出荷基準の検討などを行います。 

（果樹畜産課 果樹係） 

「秋王」の栽培状況

平成23年度 平成24年度 合 計

栽植本数 250 3,050 3,300

面積　ha 0.25 3 .05 3 .30

栽植本数 100 1,050 1,150

面積　ha 0.10 1 .00 1 .10

栽植本数 350 4,100 4,450

面積　ha 0.35 4 .05 4 .40

JAにじ
管内

JAくるめ
管内

　合　計

「秋王」の植付け風景 

順調に成長する「秋王」 

世界初、種無し完全甘ガキ「秋王」 
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良質バルク乳率（衛生的な牛乳の割合）の推移
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 ８月中旬  

１１ 酪農家の経営能力アップに向けた取り組み 
 

【対象の概況】 

管内酪農家 １０１戸 

（久留米地域５９戸、朝倉地域４２戸） 

 

【課題化の背景】 

酪農経営では、穀物相場の高騰に起因した配合飼料価

格の上昇により、生産コストは増加傾向で推移していま

す。一方、牛乳等の消費量は減少傾向で推移し、また、

上昇コストを売価に転嫁することもできず、酪農家の収

入に影響する乳価は、ほぼ横ばいで推移しています。 

そこで、酪農家が抱えている経営の問題点をカウンセ

リング等で明らかにし、その問題解決のための個別指導

を行いました。 
 

【活動内容】 

１ 経営コンサルテーションの実施 

○経営の現状と問題点等を明確化 

２ 個別農家の目標設定 

○コンサルテーションを基に経営改善目標を設定 

３ 目標達成に向けた技術支援 

○乳質改善や自給粗飼料生産技術等を個別に支援 

 

【成果】 

１ 新技術の導入及び飼養管理の徹底で、乳質を改善 

○平成 23 年より『乳房炎分娩前診断』という分娩前

に乳房炎罹患牛を発見･治療する技術を導入するこ

とにより、乳質が改善され、良質乳ﾊﾞﾙｸ率は、平成

22 年の 83.6%から平成 24 年には 87.3%に向上しました。 

２ 自給粗飼料の安定生産 

○夏作の稲発酵粗飼料（W C S
ﾎｰﾙｸﾛｯﾌﾟｻｲﾚｰｼﾞ

）等の収量・品質向

上に取り組みを支援し、WCSの作付面積は平成 21

年の 122haから平成 24年には 283haに増加しまし

た。 

                                                                        

【これからの取り組み】 

  今後も、酪農家への経営支援の取り組みを 

強化し、若い後継者世代の経営能力アップを目指します。                 

（果樹畜産課 畜産係） 

乳房炎分娩前診断キット 

 有望な WCS 専用品種「たちすずか」の生育状況  
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１２ 梅雨前線豪雨の被害と復旧に向けて 

【はじめに】 

平成 24年 7月 3日と 13・14日にかけて九州北部豪雨（後に「梅雨前線豪雨」と命名）

があり、浮羽地域の中山間地域から久留米市三潴町の平坦地域に至るまで、大きな災害が

発生しました。 

 

【梅雨前線豪雨の状況】 

 〇 浮羽地域では、7月 3・4日の 2日間で 187.5mmの雨が降り、その 10日後の 7月 13･

14日の 2日間で平年の 7月を上回る 464mmの降水量を記録しました。7月合計では、

1,241.5mmと平年の 3.5倍の降水量を記録しました。（表１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 被

災状況】 

〇 被害面積は 172ha、施設や機械の被害数は 242件に及びました。（表 2、写真１、写

真２） 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　表１　梅雨前線豪雨時の降水量 (mm)

1時間 10分間 1時間 10分間

7月3日 134.0 51.0 ( 8:27) 14.0 (8:26) 103.0 36.5 ( 8:14) 16.0 ( 7:56)

7月4日 53.5 31.0 (10:10) 10.5 ( 9:38) 51.0 24.5 (10:04)  8.0 ( 9:39)

7月5日 17.5 13.5 ( 2:09)  4.5 ( 1:21) 14.0 10.0 ( 2:03)  3.0 ( 1:37)

7月11日 115.0 75.5 (23:57) 20.5 (23:30) 93.0 67.5 (23:43) 17.0 (23:15)

7月12日 23.0 13.5 ( 0:01)  7.5 ( 0:56) 19.5 14.0 ( 0:01)  7.5 ( 0:52)

7月13日 232.0 44.0 (13:04) 13.5 (23:18) 219.0 58.5 (13:07) 15.5 (12:32)

7月14日 232.0 80.0 ( 6:23) 24.5 ( 5:49) 137.5 71.5 ( 5:40) 15.5 ( 5:27)

７月合計 1,241.5 890.0
７月平年 359.0 329.4

(    ) 内は、記録した時刻

アメダス　耳納山 アメダス　久留米

合　計
最　　大

合　計
最　　大

　表２　被害状況（面積・施設数）

面積
（ha)

主な
被害内容

施設・
機械数

主な
被害内容

 水 稲 11.9  冠水 2  乾燥機浸水

 野 菜 111.2  浸・冠水 218
 潅水ポンプ
 加温機浸水

 花 き 6.9  浸・冠水 2  加温機浸水

 果 樹 34.0  土砂流入 20  果樹棚流出

果樹苗木 8.3  浸・冠水

計 172.3 242

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：　朝倉農林事務所
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写真１ 土砂が流入し崩壊したブドウ園        写真２ 冠水したハウス 

 

【復旧に向けて】 

〇 豪雨後に設置した普及指導センター

の「相談窓口」の相談件数は、累計で 122

件ありました。（表３）。 

普及指導センターでは、被害を最小限

に食い止めるため、各品目ごとに対策資

料を作成し、巡回指導を重ねました。 

〇 ８月１６・１７日に、うきは市吉井町

のカキ園に流入したカキの樹周辺の土

砂除去作業を、JA にじやうきは市役所

及び県下の普及指導員の協力で実施しまた（写真３）。土砂を除去したカキの樹は、放

置した樹に比べて健全に回復したカキの樹の割合が高くなりました（表４）。 

写真３ カキ周辺の土砂除去作業 

    

【これからの取り組み】 

〇被災した農家の営農が安定するまで、経営支援を継続します。 

〇被災品目の生産減を最小限にとどめるために、引き続き技術支援を継続します。 

　表３　梅雨前線豪雨に係る相談窓口における相談件数

品 目 件 数(件） 主 な 内 容

水 稲 21  冠水した苗の生育

大 豆 5  遅まき技術

野 菜 52  冠水したイチゴの生育不良対策

花 き 26  切り花の病害虫対策

果 樹 10  土砂流入した園地の事後対策

畜 産 7  資金相談

経 営 1  資金相談

合 計 122

　表４　　カキ園復旧作業（土砂除去）後のカキの復活状況

樹数(本) 割合(%) 樹数(本) 割合(%)

〇　健全 277 85.8 272 84.2

△　衰弱 38 11.8 28 8.7

323 ×　枯死 8 2.5 23 7.1

〇　健全 113 81.3 84 60.4

△　衰弱 4 2.9 24 17.3

139 ×　枯死 22 15.8 31 22.3

　　　　　　　　　　出典：久留米普及指導センター

８月１７日調査 １１月１日調査
樹の状態

掘り出した
樹数(本)

放置した
樹数(本)
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　　１３　参考資料

　　　　（１）　普及指導センター活動情報一覧

平成２４年度に普及指導センターがホームページなどで広く提供した情報です。

No タ イ ト ル 執筆者 作成日

1
 花き経営安定のための新たな挑戦
 ～新規花き品目「クルクマ」の導入～

花き係
河口 道功

４月３日

2
 かき「秋王」順調に生育（１）
 ～JAくるめ管内では苗木の植付け、高接ぎが行われました～

果樹係
姫野 周二

５月８日

3
 かき「秋王」順調に生育（２）
 ～JAくるめ管内では緑枝への高接ぎ「親子接ぎ」が行われました～

果樹係
姫野 周二

６月６日

4
 イチゴ生産者の経営安定に向けて
 ～久留米地域イチゴ生産振興協議会「合同三役会」を開催～

野菜第一係
山田 恭子

６月７日

5
 顔の見える４Hクラブ活動を目指して
 ～久留米市４Hクラブが園児にサツマイモ植えを指導～

担い手推進班
岡部 理沙

６月２０日

6
 父の日にはバラを贈ろう
 ～生産者がテレビでバラの魅力を語る～

花き係
嶽本 良子

６月１４日

7
「巨峰」の豊作を願って生産者大集合！
 ～露地巨峰着果管理指導会を実施～

果樹係
中河原 憲治

６月１４日

8
 JAにじ管内のカキ出荷量６，５００ｔを全力で支援！
 ～カキの夏季管理講習会を開催～

果樹係
吉村　学

６月２６日

9
 父の日には牛乳（ちち）を贈ろう！
 ～毎年恒例！冗談のような本気のイベント 牛乳消費PR大作戦！～

畜産係
堀田 雄一郎

６月２６日

10
 「明日の農業を担う若者、集まれ！」
 ～新規就農者のつどい並びに農業基礎講座を開催～

地域係
徳永 成生

６月１２日

11
 大豆の安定生産を目指して
 ～部分浅耕一工程播種による適期播種の実証～

水田農業係
矢野 敏行

7月１２日

12
 マーケティングを活用した商品開発を目指して
 ～グループインタビューで消費者ニーズを把握～

地域係
濵﨑 康彦

８月２０日

13
 若い力で緑化木産地を盛り上げよう！
 ～JAにじコンテナ部会総会で経営研修会を開催～

花き係
金丸　隆

８月２０日

14
 生産者の高品質果実生産意識の向上を目指して
 ～JAにじブドウ部会・ナシ部会品評会を開催～

果樹係
中河原 憲治

８月２４日

15
 田主丸４Hクラブが苗木プロジェクトで交流
 ～愛媛県八幡浜市４Hクラブとの産地間相互交流が実現～

地域係
江藤 博文

８月２８日

16
 安全・安心な農産物づくりを目指して
 ～安全・安心な農産物づくり研修会を久留米地区(２か所)で開催～

野菜第一係
高山 賢治

９月５日

17
 農業経営基礎知識のスキルアップをめざして
 ～女性農業者経営セミナーを開催～

地域係
北島 敬也

９月１７日

18
 かき園経営の早期再開を目指して
 ～関係機関が集まり、水害への人的支援を展開～

果樹係
今村　豊

９月２１日

19
 大輪ガーベラ販路拡大を目指して
 ～JAみいガーベラ研究会販売会議を開催～

花き係
嶽本 良子

９月１２日

20
 鉢物の産地PRと販売強化を目指して
 ～JAにじ第２回秋出荷展示会が開催される～

花き係
嶽本 良子

９月２４日

21
 鉢物展示会で商品を売り込もう！！
 ～JAみい鉢物部会が（株)花満の得特選会へ出展～

花き係
嶽本 良子

１０月１日

22
 新しいアジサイを生み出そう！
 ～鉢花生産者が、胚珠培養に初めてチャレンジ～

花き係
白土 小百合

１０月９日

23
 持続可能な水田農業の担い手組織を目指して
 ～久留米市三潴町に集落営農組織から２つの農事組合法人が設立～

水田農業係
野田 美宏

１０月１９日

24
 先進的な農業経営の実現を目指して
 ～平成２４年度久留米地区指導農業士現地研修会を開催～

参事
三角 孝幸

１０月１９日

25
 シクラメンの品質向上を目指して
 ～第３８回九州（西日本）シクラメン生産者協議会大会を開催～

花き係
金丸　隆

１０月２３日
 



 - 16 -

No タ イ ト ル 執筆者 作成日

26
 大雨被害に負けずバラ秋苗出荷へ
 ～復興への懸命な努力が実り良質な苗が出来ました～

花き係
嶽本 良子

１０月１９日

27
 県肉畜共進会で金賞等を続々獲得
 ～飼養管理技術レベルの高さが証明される～

畜産係
中島 啓介

１０月３１日

28
 クルクマのステップアップを目指して
 ～平成２４年度クルクマの出荷が終了

花き係
河口 道功

１１月１３日

29
 始動！若き緑化木生産者のス